
【英語】 

〜ClassPad.net の同時編集機能・授業⽀援機能を活⽤する〜 

英語で魅⼒的な書き出しを考える授業 
読者を惹きつける魅⼒的な⽂章の書き出しを考える⼒を養う。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教員は Hook について説明したテキ
ストふせんと、Word 等で作成した
ワークシートのファイルふせんを授
業⽀援機能で⽣徒に共有する。 
⽣徒は提出機能を使ってワークシー
トを提出し、教師は必要に応じて⽣
徒の解答を投影しながら答え合わせ
をする。 
 
 
 
 
 
 

 

概要の説明 
魅⼒的な⽂章の書き出し（Hook）を考
えられるようになることが本授業の⽬的
であること、5~6 ⼈のグループで⼀つ良
い Hook を考えてもらって、最後は投票
で優勝を決めることを説明する。 
 
 
 
テーマの説明 
読者を惹きつけるための⽂章の書き出し
である Hook について、いくつかの型
（質問型・引⽤型・興味深い事実型・物
語型・予想外の主張型）と具体例を提⽰
しながら説明する。 
簡単なワークシートを作って、英語で書
かれた短い Hook がそれぞれどの型で書
かれているかを結びつける作業を各⾃⾏
い（５分間ほどとる）、全員が提出した
ら答え合わせをする。なお、分からない
単語は EX-word 機能を⽤いて調べさせ
る。 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：英語で⽂章を書くことへの抵抗感を和らげさせるとともに、⽣徒のクリエイティ

ビティを発揮させる。 
⽣徒向けの⽬標：英語で⽂章を書く⼒を鍛えるとともに、魅⼒的な書き出しを考える⼒を養う。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・プリント削減   ：授業で⽤いる資料やワークシートをデジタル化することで、紙媒体の資料を削

減することができる。 
・協働学習促進   ：授業⽀援機能を活⽤することで、個⼈の作業をグループに共有することが可能

となり、グループワークをスムーズに⾏うことができる。 
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教師はテーマをテキストふせんを⽤
いて提⽰し、授業⽀援機能で⽣徒に
も送信する。また、Hook を書く際に
必要なデータ等もテキストふせんや
ファイルふせんを⽤いて⽣徒に送信
する。 
 
 
 
授業⽀援機能を⽤いて、個⼈で作業
した内容が書かれた各種ふせんをグ
ループのメンバー同⼠で送信し合
う。 
最もよい Hook は、教員のデジタル
ノートに⽤意したテンプレートに、
同時編集機能を⽤いて書き込む。 
なお、Hook を考えるにあたって、
EX-word 機能を⽤いて英単語を検索
させてもよい。検索した単語はグル
ープ全員が共通して知らない英単語
なので、EX-word ふせんにして残さ
せるとよい。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 
 
 
投票の⽅法は、教員のデジタルノー
トに「１班 宿題」のように班の番
号と Hook のテーマを記載したテキ
ストふせんを⽤意し、⽣徒たちが挙
⼿した数を記録していくこととす
る。 
なお、各班のふせんを⽮印で繋いで
スライドショー形式にすることで、
教員は各班の Hook についてスムー
ズに講評することができる。 
 
 
 
授業のまとめが書かれたテキストふ
せんを投影し、説明する。授業の応
⽤例を上げる際には、ファイルふせ
んを⽤いて Word ファイルを投影し
ながら説明する。 
 
 
 

個⼈作業 
テーマをいくつか⽤意して、ふせんを⽤
いて⿊板等に提⽰する。それぞれについ
て各⾃魅⼒的な Hook を考え、ふせんに
書く。Hook を考えるのに有⽤なデータ
等もふせんで教員側から共有する。（10
分間ほど） 
 
 
グループワーク 
5~6 ⼈のグループを作り、step3で各⾃
が⾏った作業をグループのメンバー同⼠
で共有し合う。それをもとに、より良い
Hook にするにはどうすればよいかをグ
ループで話し合い、各グループで最もよ
くできた Hook を⼀つ決めたら、教員の
デジタルノートに参加し、⽤意されたテ
ンプレートに書き込む。なお、step 3は
ブレインストーミングなので、step 3で
提⽰されたテーマを⽤いてもよいし、各
グループで新しいテーマを考えてそれに
ついての Hook を書いてもよい。インタ
ーネットで調べ物をしてもよい。これら
のルールについては教員がふせんで⿊板
等に提⽰する。最後に投票で最もよかっ
たものを決めることも伝える。（15〜
20分間ほど） 
 
 
投票・講評 
教員のデジタルノートに書き込まれた各
班の Hook を⾒て、⾃分が最も惹きつけ
られ、本⽂を読みたいと思った Hook が
書かれているものを考えさせ、挙⼿にて
投票してもらう。なお、⾃分の班には投
票してはいけない。最も得票数が多かっ
たグループを発表したあと、各 Hook に
ついて教員が講評を加える。 
 
 
 
 
まとめ 
Hook の書き⽅についての確認と、授業
で学んだことをどのように活かせるかの
応⽤例を挙げる。英語だけではなく、⽇
本語で⽂章を書くときにも必要な⼒であ
ることを伝えて、授業を締めくくる。 
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Hook の後の⽂章構成については、テ
キストふせんを⽤いて説明する。 
⽣徒には、ファイルふせんやテキス
トふせんを⽤いて課題を提出させ
る。 

参考・補⾜ 
⾃分の班で考えた Hook の続きを各⾃で
１段落分書く。Hook の後にそのテーマ
の背景や予備情報、その後に⾃分⾃⾝の
主張を書くことなどを、ふせんを⽤いて
⽣徒に説明する。授業の残りの時間で終
わらなかった分は宿題として、⽣徒は書
いたものをファイルふせんやテキストふ
せんの形式で提出する。次回の授業の冒
頭で時間があれば、同じ Hook でも続き
の⽂章がいかに異なるかを各グループで
⽐較してみる。 
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